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対 しては Ain'lv,･n'[△iが､格子 目 こ対
しては A.n'(1- lvin'lAi)が分配される
(siteの間隔を 1 とする)｡ここで△iは
V,･n'Af> 0の時 1､V,･n'△i< 0の時
llである｡Ain'upin',P,･n'vin',喜pin'V.･n'2+
霜 であるoこLQ,結果決ま-た場の変数を
pin+At,V.･n+At,pin+AtとするO
これでlstepである｡ここで用いたAiは､各step
ごとに､最大の 匝in'IAiが1を越えないように決
めた｡これらの手続きを漁り返すことによって時
間発展を調べる｡
3 shocktube問題
このモデルが圧縮性流体を扱えているかどうか
の判定にはshocktube問題[91を使う｡この問題
には解析解が存在する｡簡単に説明すると､一定
断面積の長い管の真申を下図のように膜で仕切る｡
そして左側に高密度､高圧のガスを入れ､右側に
低密度､低圧のガスを入れ､膜を外すと
密度分布がi=0の時､左図(膜の左側p=1.0,右
側p=0.125)であったのが､i>0では右図のよ
うになる｡これは保存の式と運動方程式から導く
ことがで きる｡詳しくは【9]｡
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4 結果
1
0.9
0.8
0:7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
1
0.9
0.8
0.7
0.6
0,5
0.4
0.3
0.2
0.1
0
-0.1
1
0.9
0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0
'mod○l'.
'exactJ-I
0 501001502002503∞35040450500
(a)位置一密度
0 50100150200250300350400450500
(a)位置一速度
'model'.exact-
0 50100150200250300350400450500
(a)位置一圧力
1.4
1.3
1.2
1.1
0.9
0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
'model'.
fexacr- ･.i●◆
0 50100150200250300350400450500
(b)位面一密度
? ?? ?
? ??
? ?
??
?
??
4
3.5
3
2.5
2
1.5
L
0.5
←
I-こ'mb-eL'.
0 501001502025030350404505(氾
(ち)位置一速度
'rTKXhJ'.Iex8Cr-
0 50101502002503003504045050
(b)位置-圧力
点線が解析解､点(◇)がモデルである｡(a)と(a)は
初期条件が異なる｡
図はこのモデルをShocktube間嵩に適用した結
果である｡このモデルは圧縮性流体が関連したパ
ターーン形成の問題に威力を発揮すると思われる｡
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